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研究成果の概要（和文）：古写真や古絵図などの歴史資料を活用した外国人向けスマホアプリにおける情報発信技術を
開発した．評価実験より，当時の人々の暮らしを伝える地域歴史文献を英訳し古写真を添えて作成したコンテンツが外
国人旅行者に対し有効であり，旅行者による地域歴史資料を活用した情報発信が満足度を高めることが明らかとなった
．さらに，外国人旅行者の積極的な情報発信を促進する仕組みの必要性が明らかとなった．

研究成果の概要（英文）：We developed the CGM functions of an iPhone application that uses regional 
historical materials, such as old pictures and maps, as tourism resources for foreigners. The results of 
the evaluation experiments indicate that the content consists of English translations of historical 
materials and old pictures extremely effectively as tourist materials. We also found that information 
transmission using historical materials enhance the satisfaction of tourism. The necessity of a mechanism 
that will encourage users to post more actively is also cleared.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 観光客によるWebを利用した情報収集に
おいて、自治体などが提供する観光情報サイ
トに加えて、個人の感想や意見が提供される
BBS（電子掲示板）や旅行ブログ、SNS（ソ
ーシャル・ネットワーキング・サービス）、
動画投稿サイトなどの CGM（Consumer 
Generated Media、 消費者生成メディア）
が重要視されていた。 
 
(2) 報告者らが開発した歴史観光英語ガイド
システム利用者からも、利用者自身による地
域歴史資料に関する情報発信を希望する声
が聞かれ、CGM 機能の必要性が指摘されて
いた。観光情報に関する研究動向をみると、
CGM を対象とするものが増加している[2]が、
地域歴史資料を活用した観光コンテンツに
特化したものはほとんど見当たらなかった。 
 
２．研究の目的 
 報告者らが本研究開始までに開発した情
報技術と地域の歴史資料を素材とした外国
人観光客向けコンテンツを基盤とし、外国人
観光客による情報発信技術（CGM）を開発し、
地域歴史資料を活用した CGM によるデステ
ィネーション・マーケティングのあり方を考
察する。 
 
３．研究の方法 
(1) 平成 23 年までに開発済みの金沢歴史観
光 英 語 ガ イ ド シ ス テ ム “ Discover 
Kanazawa's History”（iPhone アプリ）に、
観光のためのスポットと歴史資料を追加し
た。スポットごとの解説画面は、歴史資料と
解説文で構成されている。このガイドシステ
ムのスポットや歴史資料に、外国人観光客自
らがコメントを付加できるコメント機能、良
かったと思う歴史資料に対し印をつける
Like 機能を追加した。また、掲載されてい
る歴史資料にコメントを添えて、Facebook
（個人のウォール）へ投稿できる機能を追加
し、外国人観光客自らがコンテンツを創り出
す環境を構築した。 
 
(2) “ Discover Kanazawa's History ” 
（iPhone アプリ）で使用した歴史資料の解
説を掲載した Facebook ページを開設・運用
し、外国人観光客との双方向対話型環境を提
供した。さらに、外国人観光客利用者が街歩
きしながら気軽に使えるために解説の読み
上げ機能を追加した。 
 
(3) 開発したアプリを日本在住や旅行で訪問
中の外国人に利用してもらい、アンケート調
査およびインタビュー調査を実施した。 
 
(4) アプリから Facebook（個人のウォール）
へ投稿できる機能について、より投稿しやす
くなるようインターフェースを改善した。 
 

４．研究成果 
(1)地域歴史資料を活用した観光における
CGM による情報発信および双方向対話性の
有効性を調査するためのシステムを構築し
た。 
 
(2) CGM 機能を追加したことにより、利用者
による情報発信が可能であることが評価さ
れた。しかし、その後 CGM 機能はあまり利
用されず、「古写真」や「建物や街並みなど
が描かれた古絵図」と同様な場所で利用者自
身が写った写真を、その歴史資料と比較でき
るように並べて投稿できる機能など、利用者
が積極的に投稿したくなる仕組みが必要で
あることが明らかとなった。さらに、利用者
が SNS や旅行ブログなどの CGM によって
情報発信を行う動機づけとして、利用者が訪
問した場所に関連した歴史資料の投稿を可
能にすることが重要であることが明らかと
なった。 
 観光資源として、「英訳した歴史資料」、「建
物や街並みなどが描かれた古絵図」、「古写
真」が非常に有効であることが明らかとなっ
たが、一方で、外国人観光客に対し知名度が
低い地域における、CGM による地域歴史資
料を活用したデスティネーション・マーケテ
ィングの実践には、外国人観光客の活発な投
稿が必須である。 
 
(3)外国人観光客の投稿を促進させるため、金
沢の歴史観光の話題の投稿・共有の場として、
Facebook ペ ー ジ “Discover Kanazawa's 
History”を開設・運用している。訪問喚起に
つなげるために、このページを活性化させる
ことが必要であることが明らかとなった。  
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